
 

 

～見守り協力員のバトンリレー～ 

 

今回は、地域見守り協力員事業の協力員として長い間活動された A さん（80代）をご紹介し

ます。 

 

A さんが見守り協力員活動をしている中で、気がかりなことがありました。ある見守り利用

者 B さんの様子がどこか素気なく、自分の訪問が歓迎されているのか不安になることがあった

そうです。 

 

ある時、社協職員が B さんと話す機会があり、以前自宅ベッドから転落した際に A さんに

手助けをしてもらい、それ以来いつも頼りにしているとのこと。後日、その話を A さんに伝え

ると、とてもほっとされていました。 

 

その後、B さんが亡くなられ、A さんからは見守り協力員を辞退したい旨のお話がありました

が、「今度は見守り利用者として新しい地域のつながりを作りませんか？」と社協職員から提案

させていただきました。 

 

新たに見守りの利用者となった A さん。見守り協力員との顔合わせ当日は緊張した様子でし

たが、すぐに満面の笑みに。偶然にもお二人は以前から知り合いだったそうで、久しぶりの再会

となりました。今回が初めての活動だった協力員さんは不安もあった中、この事業を通じて A さ

んと再び巡り会えたことに、何か不思議なご縁を感じたそうです。 

 

顔合わせの終わりに、元協力員である A さんから新たな見守り協力員さんへ、「今度はあなた

に（地域の見守り活動を）頼みますよ」との言葉があり、その笑顔はとても輝いていました。 

 

これからも今回のようなボランティア活動のバトンリレーが地域に広まっていくように、地

区支援担当として支援していきたいと思います。 

 

 

※【地域見守り協力員事業】 75 歳以上の一人暮らし、ま

たは 75 歳以上のみの世帯の方などを対象に、地域の支えあ

い活動として地域見守り協力員（ボランティア）が月２回程

度訪問する活動です。 

http://www.shinjuku-shakyo.jp/business/cooperation/
http://www.shinjuku-shakyo.jp/business/cooperation/

